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発表概要 
戦後、⽣理休暇が制定されてから、80 年を迎えようとしている現在では、企業は⼥性
の健康に配慮した取り組み、メディアは媒体での描写など、⽣理のタブー解消に向け、
様々な取り組みがなされ、理解を促す動きがある。⼀⽅で、休暇制度の普及不⾜、男⼥
間の理解の差、⽣理を隠す⾵潮が残っていることなど、今もなお多くの課題が存在する。
本報告では、現代にまで続く⽣理のタブー視を⽣み出した歴史的背景と現代の課題につ
いて、アグノトロジー（無知学）という観点から考察する。 

 


